
７
月
７
日
（
火
）
、
沖
高
振
興

事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
校
体
育

館
に
て
、
講
師
に
神
戸
女
子
大
学

教
授
・
鹿
児
島
県
助
産
師
会
会
長

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
下
敷
領
須
美
子

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
「
大
切
な
人

と
出
会
い
、
豊
か
な
人
生
を
送
る

た
め
に
」
と
い
う
演
題
で
性
教
育

講
演
会
を
行
っ
た
。
暑
い
中
で
は

あ
っ
た
が
、
数
名
の
保
護
者
の
方
々

も
来
校
し
て
講
演
を
お
聞
き
に
な
っ

た
。多

面
的
な
性
、
生
命
・
生
活
・

人
生
と
い
う
意
味
を
も
つ
「LIFE

」

に
つ
い
て
考
え
、
性
感
染
症
や
出

会
い
系
サ
イ
ト
の
被
害
、
ま
た
本

校
職
員
に
よ
る
寸
劇
を
交
え
た

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
な
ど
の
例
を
紹

介
し
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い

関
係
性
や
妊
娠
に
つ
い
て
話
を
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
人
と
の
望
ま
し

い
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
と

し
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

相
手
を
攻

撃
す
る
の

で
は
な
く
、

「
Ｉ
」
メ
ッ

セ
ー
ジ
で

自
分
の
気

持
ち
を
伝

え
る
こ
と
、

35
億
年
前

の
生
物
誕

生
か
ら
続
い
て
き
た
生
命
の
つ
な

が
り
、
そ
の
つ
な
が
り
を
受
け
た

自
分
の
生
命
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

左
記
は
講
演
会
終
了
後
の
生
徒

の
感
想
文
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

「
愛
情
と
い
う
の
は
束
縛
で
は
な

く
、
育
む
も
の
。
相
手
の
望
む
と

お
り
に
従
っ
て
い
る
時
点
で
Ｄ
Ｖ

の
可
能
性
。
だ
か
ら
ま
ず
、
自
分

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

わ
か
っ
た
」

「
高
校
生
は
自
分
も
含
め
て
異
性

を
意
識
す
る
年
頃
で
、
自
分
の
気

持
ち
の
伝
え
方
や
気
持
ち
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
の
で
、
今
日

教
え
て
い
た
だ
い
た
『
Ｉ
』
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
人
と
関
わ
り

た
い
」

「
私
は
ど
う
や
っ
て
女
と
し
て
生

ま
れ
て
き
た
か
考
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
代
も
さ
か

の
ぼ
り
、
一
人
で
も
亡
く
な
っ
て

い
た
ら
、
今
の
自
分
は
い
な
か
っ

た
の
だ
と
思
う
と
、
よ
り
一
層
命

が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

「
思
春
期
の
時
期
に
あ
た
る
私
た

ち
は
異
性
と
の
関
わ
り
を
持
つ
と

き
、
興
味
な
ど
だ
け
で
誤
っ
た
行

動
を
と
り
相
手
や
自
分
の
将
来
を

自
ら
の
手
で
壊
さ
な
い
よ
う
に
、

物
事
を
よ
く
考
え
て
異
性
と
の
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

「
軽
は
ず
み
な
行
動
で
望
ま
な
い

妊
娠
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

経
済
面
で
も
環
境
面
で
も
気
持
ち

の
面
で
も
安
定
し
て
か
ら
が
い
い

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」

６
月
22
日
、
９
名
の
有
識
者
を

招
き
、
本
校
に
て
本
年
度
初
の
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
で
は
、

本
年
度
の
学
校
経
営
の
４
つ
の
重

点
項
目
と
学
校
評
価
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
、
評
価
項

目
の
工
夫
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

沖
高
教
育
振
興
協
議
会
で
は
、

和
泊
・
知
名
両
町
か
ら
の
計
200
万

円
の
振
興
基
金
の
活
用
計
画
を
示

し
た
。
前
年
度
の
事
業
報
告
後
、

７
月
３
日
（
金
）
、
小
中
高
連

絡
協
議
会
が
本
校
で
開
催
さ
れ
た
。

島
内
の
小
・
中
学
校
の
先
生
方
が

来
校
さ
れ
、
授
業
参
観
の
後
、
本

校
職
員
も
交
え
て
の
様
々
な
協
議

に
臨
ん
だ
。

協
議
に
お
い
て
は
、
高
校
入
試

に
関
す
る
本
校
の
現
状
説
明
や
、

進
路
指
導
、
生
徒
指
導
に
関
わ
る

事
柄
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

特
に
生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
携

帯
電
話
の
使
用
状
況
に
関
す
る
質

疑
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
中

学
校
と
１
学
年
担
任
と
の
情
報
交

換
会
が
行
わ
れ
た
。

授
業
参
観
や
協
議
会
、
連
絡
会

を
通
し
て
、
本
校
の
生
徒
の
み
な

ら
ず
、
沖
永
良
部
島
の
子
ど
も
た

ち
の
現
状
や
成
長
の
様
子
、
今
後

の
課
題
等
を

共
通
認
識
す

る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ

か
ら
の
島
や

日
本
の
未
来

を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教

育
に
資
す
る

協
議
会
と
し

て
い
き
た
い
。

今
年
度
の
活
用
計
画
が
説
明
さ
れ

た
。
前
年
度
の
項
目
に
、
新
た
に

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
」
の
派
遣
事
業
が
追

加
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
「
学
力
向

上
に
更
に
力
を
入
れ
、
高
い
進
路

実
現
」
「
島
全
体
の
学
力
向
上
の

た
め
に
、
沖
高
の
取
り
組
み
が
有

り
難
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
両
町
か
ら
の
支
援
に
深
く
感

謝
し
、
有
効
活
用
し
た
い
。
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沖
永
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学
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７月２日（木），株式会社キッズコーポレーション主催のもと，進路ガイダンス

を実施した。１年生は講演会「キミの貢献」で社会において必要とされるコミュニ

ケーション能力を身に付けるために何をするべきかを学び，２・３年生は「マナー

指導」で面接試験の練習を行った。その後，「模擬面接」では就職希望者を対象に

就職試験の面接を体験して改善点の指導を受け，進学希望者は「進路講演会」で大

学入試のスケジュールや進路決定に向けての心構えなどについて学んだ。「学校説

明会」には２７校の大学・短大・専門学校の参加があり，生徒はその中から最大３

校の説明を聞くことができた。実際に話を聞いた事で進路希望を固めた生徒がいた

一方で，希望する分野ではない学校の説明を聞いた生徒もあったが，視野や可能性

を広げるいいきっかけになったようだ。「受験生としての自覚が出てきた」「自分

が向いている分野が分かった」「医療や福祉分野の資格

を目指したい」などの感想が多く聞かれ，友人同士で情

報交換をする姿も見られた。進路ガイダンス以降，進路

資料室へ情報収集に訪れる生徒も増えている。今回のガ

イダンスをきっかけに，進路意識が高まり，自分の将来

と向き合う生徒が増えることを期待している。

自分の可能性を広げよう ～進路ガイダンス～

★
８
月
行
事
予
定
★

１
（
土
）
河
合
マ
ー
ク
（
３
普
）
①

知
名
町
夏
祭
り
補
導
①

２
（
日
）
河
合
マ
ー
ク
（
３
普
）
②

知
名
町
夏
祭
り
補
導
②

セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
夏
合
宿

（
～
８
／
５
ま
で

和
泊
町
研
修
セ
ン
タ
ー
）

４
（
火
）
夏
ト
ラ
イ
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
ゼ
ミ

（
～
８
／
６
ま
で

鶴
丸
高
校
）

10
（
月
）
安
全
点
検
日

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

（
～
８
／
12
ま
で

鹿
児
島
市
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
）

17
（
月
）
交
通
安
全
の
日

20
（
木
）
夏
季
後
期
課
外
開
始
（
全
）

校
内
選
考
会

22
（
土
）
数
学
検
定

24
（
月
）
中
学
生
体
験
入
学

第
10
回
沖
同
教
夏
季
学
習
会
・

知
名
町
人
権
同
和
教
育
講
演

会
（
あ
し
び
の
郷
）

25
（
火
）
夏
季
後
期
課
外
終
了

26
（
水
）
実
力
考
査
①

27
（
木
）
実
力
考
査
②

大
学
出
前
講
義

〒891-9293 鹿児島県大島郡知名町余多241 TEL0997-93-2014 FAX0997-93-2719 「せりよさ」は沖永良部島の古名

第６３回 体育祭

期日：平成２７年９月６日（日）

８：４５ 入場行進スタート

８：５５ 開会式

場所：沖永良部高校第1グラウンド

生
命
の
尊
厳
を
学
ぶ

性
教
育
講
演
会

沖
永
良
部
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

小
中
高
連
絡
協
議
会

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

沖
高
教
育
振
興
協
議
会

自分も相手も大切に



７
月
14
日
（
火
）
、
全
校
生
徒

に
よ
る
１
学
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が

行
わ
れ
た
。
男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
サ
ッ
カ
ー
、
女
子
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
行
い
、
各
競
技
と
も
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
懸
命
に
白
球
を
追

い
か
け
、
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る

度
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
大
き
な
歓
声

に
包
ま
れ
た
。
中
に
は
、
先
生
方

も
ク
ラ
ス
に
加
わ
り
、
生
徒
と
共

に
汗
を
流
す
一
幕
も
あ
っ
た
。
ま

た
午
後
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー
で
は
、

試
合
前
に
円
陣
を
組
ん
で
士
気
を

高
め
る
光
景
が
至
る
と
こ
ろ
で
う

か
が
え
、
プ
レ
ー
に
か
け
る
熱
い

思
い
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
決
勝
戦
に
お
い
て
は
、
勝
敗
が

つ
か
ず
、
13
人
目
に
ま
で
及
ぶ
Ｐ

Ｋ
戦
と
な
り
、
大
変
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

一
方
、
女
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

も
白
熱
し
た
内
容
と
な
っ
た
。
９

ク
ラ
ス
20
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
経

験
豊
か
な
３
年
生
の
圧
勝
か
と
思

わ
れ
た
が
、
現
バ
レ
ー
部
や
元
バ

レ
ー
部
を
中
心
と
し
て
ど
の
チ
ー

ム
も
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
下
級
生

が
上
級
生
の
チ
ー
ム
を
制
す
る
場

面
も
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
決

勝
で
は
や
は
り
３
年
生
同
士
の
対

戦
と
な
り
、
高
校
生
活
最
後
の
ク

ラ
ス
マ
ッ
チ
に
ふ
さ
わ
し
い
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
戦
い
と
な
っ
た
。

１
日
を
通
し
て
、
皆
が
級
友
の

奮
戦
に
声
を
上
げ
て
応
援
し
、
ク

ラ
ス
や
学
年
の
垣
根
を
こ
え
て
親

睦
、
そ
し
て
団
結
力
を
深
め
合
っ

た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
と
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
お
い
て
も
、

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
見
せ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ば
ね
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
運
営
に

尽
力
し
て
く
れ
た
生
徒
会
役
員
や
、

競
技
の
傍
ら
審
判
や
救
護
等
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
各
競
技
の
部
活

動
の
生
徒
に
も
感
謝
の
意
を
述
べ

た
い
。

力
戦
の
末
に
、
各
競
技
優
勝
し

た
ク
ラ
ス
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

３
年
１
組

サ
ッ
カ
ー

３
年
１
組

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

３
年
２
組

沖
高
に
は
16
の
部
活
動
が
存
在

す
る
。
ど
の
部
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
持
っ
て
、
毎
日
の
練
習

に
励
み
、
県
総
体
等
の
大
会
に
臨

ん
だ
。
そ
の
中
で
も
、
今
回
は
、

県
総
体
で
団
体
ベ
ス
ト
16
と
い
う

成
績
を
残
し
た
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
３
年
生
の
菊
地
朋
花
さ
ん
、

永
吉
る
り
さ
ん
、
新
村
安
梨
寿
さ

ん
、
藤
田
織
菜
さ
ん
の
４
人
に
話

を
聞
い
た
。

４
人
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
様
々
だ
。
厳
し
い

練
習
に
音
を
上
げ
そ
う
に
な
っ
た

時
も
、
先
輩
や
後
輩
、
顧
問
の
先

生
方
に
支
え
ら
れ
、
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
だ
。
そ
う
し
て
少

し
ず
つ
心
・
技
・
体
が
鍛
え
ら
れ
、

有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
だ
。
今
回
の
団
体
戦
の
感
想

に
つ
い
て
聞
く
と
、
「
部
員
も
顧

問
の
先
生
方
も
み
ん
な
が
一
生
懸

命
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
た
。
勝
敗
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

力
を
味
わ
え
た
楽
し
い
団
体
戦
だ
っ

た
」
と
感
慨
深
そ
う
に
話
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
「
地
区
大
会
３

連
覇
、
団
体
・
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン

グ
ル
ス
の
三
冠
は
も
ち
ろ
ん
、
全

て
の
面
で
自
分
た
ち

を
超
え
て
ほ
し
い
。

み
ん
な
の
ま
と
ま
り

を
大
切
に
し
て
、
１
年
か
け
て

『
チ
ー
ム
』
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。
４
人
の
話
か

ら
、
こ
の
３
年
間
の
蓄
積
が
あ
っ

て
こ
そ
、
最
後
の
大
会
で
心
か
ら

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
め
た
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
の
県
総
体
が
か
け
が

え
の
な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

８
月
以
降
も
部
活
動
の
大
会
は

続
い
て
い
く
。
部
活
動
生
一
人
ひ

と
り
が
、
仲
間
と
心
を
一
つ
に
し

て
力
を
尽
く
し
、
大
会
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
。
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夏課外１日目，１年生普通科の生徒を対象に「なぜ学ぶのか？」

を考えるＬＨＲが実施された。初めに学ぶ意義を「進学や就職のた

め」「大切だから」と考えていた１年生だったが，大人の考える勉

強の意義や実際に働いている人たちの文章を読んだ後は，「仕事で

いろいろな教科の力を使うことになるから」「自分の夢や選択肢を

広げるため」と具体的に学ぶ意義を考えるようになっていった。そ

して，学ぶ意義に関する５つの言葉に触れた後は，「仕事をしっか

りすることで日々を充実したものにしたいから」「自分のためだけ

でなく，人のためになることを学ぶため」「世の中を変えるため」

といった考え方をもつまでになっていた。

その後はグループを作り，美容師や弁

護士，ホテルスタッフなどの仕事と，学

校で学んでいる教科の関係を考えてもらっ

た。美容師と理科との関係を考えたグルー

プからは，「利用する製品に含まれる成

分が安全かどうかを見極めるためにも理科が必要」という意見が出

された。一方，ホテルスタッフに必要な教科の力を考えたグループ

からは，「国語や英語がお客様とのコミュニケーションには必要」

「ホテル内の装飾やＨＰ・広告の作成には美術」などの意見が挙げ

られた。一つの仕事を成し遂げようとしたときに，様々な教科の力

が必要とされることが理解できたようである。

最後に改めて，自分が学んでいることを，誰のためにどう役立て

ることができるか，どう役立てたいかを尋ねた。生徒からは「コミュ

ニケーションや地域に役立てることができる」「将来働いたときに，

いろいろなことに役立てられる」「できればたくさんの場面で，学

んだことを十分に役立てたい」「だれかが楽しんでくれる仕事をし

たい」という答えが聞かれた。

ＬＨＲ後，「勉強についてこんなに深く考えたことはなかった」

「学べることはすごく幸せなことだと思った」「勉強は自分のため

だけにするのではない」「関係ないと思っていたけど，今学んでい

ることが将来役に立つことがわかった」という感想が聞かれた。今

学んでいることをどう役立てることができるか，役立てたいかを意

識しながら学ぶことが，積極的な学びにつながっていく。そして，

自分のためはもちろん，誰かのために自分の学びが必要とされてい

ることを忘れずに，今の学びを大切にしてほしい。

「なぜ学ぶのか？」～１年生ＬＨＲ～

８／２４（月）は中学生体験入学です。１２３名の中学生との交流を楽しみにしています♪

ソフト＆サッカーＷ優勝！

バレー優勝 ３の２ＰＫ戦を制した３の１

劇
的
な
熱
戦
！
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